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Chapter 6   Trouble Shooting

４.  走行後

4-9  ガソリン跡

4-10  ツヤ引け

現 象

現 象

原 因

原 因

●ガソリン注入口のタレ跡。
　（ツヤ引け・着色・溶け落ち）

●塗装後短期間（１ヵ月程度）でツヤが引ける。

●耐溶剤性の悪い塗膜がガソリンに侵される。

●旧塗膜や下地の吸い込みが大きい。
●硬化剤不足。
●上塗塗膜の乾燥不足。

●耐溶剤性の優れた塗料を使用する。
●完全硬化するまではガソリン漏れに注意する。

●コンパウンド磨きは完全乾燥後に行う。
●硬化剤は規定量を正しく配合する。

●ガソリン跡を完全に除去し、再塗装する。

●軽度であれば十分乾燥し、コンパウンドで磨く。
●ツヤ引けが著しい場合は研磨して再塗装する。

使用誤りによる要因

材料･使用誤りによる要因

環境による要因

塗装作業による要因

その他による要因

塗装作業による要因

【 硬化剤不足 】
【 ノンブラッシング
　の入れ過ぎ 】

【 下地の吸い込み大 】
【 上塗塗装の粘度が低い 】
【 硬化剤不足 】
【 シンナーの蒸発が遅い 】

【 塗膜温度が高い 】

【 膜厚が薄い 】
【 乾燥不十分でのコンパウンド磨き 】
【 下地乾燥不足 】

【 ガソリンの漏れ 】

【 乾燥硬化不足 】

対 策

対 策

処 置

処 置




